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Abstract 

本研究の概要 

 目的 

  “誰でも”入手可能なデータによるデータ分析 

  ソフトウェア技術を用いたデータ抽出の自動化 
 

ソフトウェア技術 

  プログラミング言語を用いた技術 
 

データ分析 

  抽出データを用いた分析 



Background (1) 

☆ 分析のタイミング 

  リアルタイム性とICT 

  ・ リアルタイムに分析が可能な種目 

   バレー ： ICT機器をコートに持ち込める 

          スパイクやサーブのコースの分析・共有が可能 

 

   サッカー： 2018年ロシアW杯よりタブレット配布 

          リアルタイム映像,トラッキングデータ等の共有 

スポーツとデータ分析 



Background (2) 

☆ 分析のタイミング 

  リアルタイム性とICT 

  ・ リアルタイムな分析が困難な種目 

   バドミントン ： ICT機器の持ち込み不可 

      ラリーのスピードに記録が追い付かない 

 

総て画像データが基本 = “誰でも”入手できるわけではない 

スポーツとデータ分析 



Background (3) 

☆ 画像データ以外のデータ 

  「種目 データベース」 で検索 

①野球（約22,000,000件） 

スポーツとデータ分析 

チーム・選手成績，セイバー系データ etc. 



Background (4) 

☆ 画像データ以外のデータ 

  「種目 データベース」 で検索 

②サッカー（約1,8500,000件） 

スポーツとデータ分析 

チーム・選手成績，観客動員，得点データ etc. 



Background (5) 

☆ 画像データ以外のデータ 

  「種目 データベース」 で検索 

③バドミントン（約1,540,000件） 

スポーツとデータ分析 

動画データ，練習データ，ノックデータ 
→ 明らかに他種目と質が異なる 



Background (6) 

☆ 画像データ以外のデータ 

  「種目 データベース」 で検索 

スポーツとデータ分析 

・ 分析に関連するキーワード（csv, excel, DB, スタッツ etc.）がない 

“誰でも”入手可能かつ分析可能なデータはないのか？ 



Background (7) 

☆ バドミントンにおける 

    “誰でも”入手可能かつ分析可能なデータ 

スポーツとデータ分析 

 tournamentsoftware.com 

 ・ ランキング，スコア（時間経過，最多連続得点），試合時間 etc. 

 ・ 膨大な量の過去の試合データ 

自動化して抽出し，分析利用できないか？ 

“誰でも”入手可能かつ分析可能なデータを 

自動化して抽出，分析する 



scraping (1) 

① アナログ的方法 

  ・ とにかく時間がかかる，自動化はできない 

 

② ソフトウェア技術の利用 

  ・ スクレイピング技術 

バドミントンデータの抽出 

スクレイピング（ウェブスクレイピング） 

 ウェブサイトから情報を抽出するソフトウェア技術． 



scraping (2) 

バドミントンデータの抽出 

スクレイピング（ウェブスクレイピング） 

 ウェブサイトから情報を抽出するソフトウェア技術． 

 メリット： データ取得の自動化，業務・生産性の効率向上 

 デメリット： サイトが変わる度にプログラムの修正が必要 

21-19 21-17 

23-21 16-21 21-18 

21-12 21-11 

21-12 22-20 

21-15 21-11 

スクレイピング元ページ スクレイピング後 



scraping (3) 

バドミントンデータの抽出 

☆ スクレイピング方法 

 汎用プログラミング言語Pythonの使用 

 ・ コードがシンプル，扱いやすい設計 

 ・ 実行速度は他の言語より遅い 

 ・ モジュール（関数群）を多用する 

   import モジュール名 

 ・ 外部モジュール（世界中の開発者によるもの）による拡張が可能 

   pip install モジュール名 



scraping (4) 

バドミントンデータの抽出 

☆ スクレイピング方法 

 汎用プログラミング言語Pythonの使用 

 ・ コードがシンプル，扱いやすい設計 

 ・ 実行速度は他の言語より遅い 

 ・ モジュール（関数群）を多用する 

   import モジュール名 

 ・ 外部モジュール（世界中の開発者によるもの）による拡張が可能 

   pip install モジュール名 



scraping (5) 

バドミントンデータの抽出 

☆ スクレイピング方法 

 用いた外部モジュール 

 ・ Requests： webサイトにアクセスし，コードを取得する 

 ・ Beautiful soup: HTMLの構文を解析し，必要部分を抽出する 

 ・ Selenium: ブラウザの自動操作を行う 

 ・ OpenPyXL: PythonでExcelを操作する 

 ・ matplotlib: Pythonでグラフを描画する 



scraping (6) 

バドミントンデータの抽出 

☆ プログラミング例 
21-19 21-17 

23-21 16-21 21-18 

21-12 21-11 

21-12 22-20 

21-15 21-11 

スクレイピング元ページ スクレイピング後 

import requests, bs4 

url = 'https://bwf.tournamentsoftware.com/sport/matches.aspx?id=F0D25C8F-6A9A-

49DE-97FC-E58E3DB74CF1&d=20181216' 

res = requests.get(url) 

soup = bs4.BeautifulSoup(res.text) 

score_list = soup.select('table > tbody > tr > td > span') 

for score in score_list: 

    print(score.getText()) 



analysis (1) 

バドミントンデータの分析例 

☆ 分析対象 

 ・ tournamentsoftware.comに記載の国際大会 

 ・ 2019年2月12日時点の世界ランキング上位10名の出場試合 

 ・ MS（102）, WS（111）, MD（98）, WD（86）, XD（94） ※（）はgame数 

 

☆ 分析期間 

 ・ 2018年の1年間（合計491games） 



analysis (2) 

バドミントンデータの分析例 

☆ 分析テーマ 

 (1) 1st  gameおよび2nd gameとfinal gameの勝率の関係  

       - 1stと2ndの内容がfinalの勝率に影響するのか？ 

   ・ 二項検定により評価 

 

 (2)    2nd gameまでの得失点差とfinal gameの勝率関係 

   - 2nd gameまでの得失点差がfinalの勝率に影響するのか？ 

   ・ 相関係数，単回帰分析により評価 



analysis (3) 

バドミントンデータの分析例 

☆ 分析結果（１） 

種目 Game数 1st, final 2nd, final p値 

MS 102 42 60 0.0918 

WS 111 43 68 0.0223 

MD 98 48 50 0.9196 

WD 86 43 43 0.9999 

XD 94 57 37 0.0495 

有意水準5%（p < .05） 

WS: 2ndを取った方が勝率が高い 

XD: 1stを取った方が勝率が高い 

Tab. 1 取得gameの違いによる勝率への影響 



analysis (4) 

バドミントンデータの分析例 

☆ 分析結果（２） 

種目 相関係数 相関関係 回帰直線 

MS 0.023 ほぼ無相関 

WS 0.610 正の相関 

MD -0.120 ほぼ無相関 

WD 0.614 正の相関 

XD 0.453 正の相関 

Tab. 2 2ndまでの得失点差の違いによる勝率への影響 

0.076 58.70y x 

2.130 54.08y x 

0.380 55.24y x 

2.507 54.64y x 

1.720 59.80y x 

WS，WD，XDで得失点差がfinalの勝率に影響 



analysis (5) 

バドミントンデータの分析例 

☆ 分析結果 

 (1) 1st  gameおよび2nd gameとfinal gameの勝率の関係  

       - 1stと2ndの内容がfinalの勝率に影響するのか？ 

   → WSとXDにおいて勝率に影響 

 

 (2)    2nd gameまでの得失点差とfinal gameの勝率関係 

   - 2nd gameまでの得失点差がfinalの勝率に影響するのか？ 

   → WS, WD, XDにおいて勝率に影響 



conclusion 

ソフトウェア技術を用いたバドミントンのデータ分析 

☆ 目的 

 “誰でも”入手可能かつ分析可能なデータを自動化して抽出・分析 

☆ 抽出方法 

 プログラミング言語Pythonを用いたWebスクレイピング 

☆ 分析方法 

 様々な統計的手法を用いた分析 

☆ 結果 

 データからfinal gameの勝率について示唆 





② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（MS） 

図1 Game2までの得失点差とそこから勝利した試合数 



② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（MS） 

図2 Game2までの得失点差ごとのファイナルゲームの勝率 



図3 単回帰分析の結果 

② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（MS） 



② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（WS） 

図4 Game2までの得失点差とそこから勝利した試合数 



② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（WS） 

図5 Game2までの得失点差ごとのファイナルゲームの勝率 



図6 単回帰分析の結果 

② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（WS） 



② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（MD） 

図7 Game2までの得失点差とそこから勝利した試合数 



② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（MD） 

図8 Game2までの得失点差ごとのファイナルゲームの勝率 



図9 単回帰分析の結果 

② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（MD） 



② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（WD） 

図10 Game2までの得失点差とそこから勝利した試合数 



② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（WD） 

図11 Game2までの得失点差ごとのファイナルゲームの勝率 



図12 単回帰分析の結果 

② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（WD） 



② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（XD） 

図13 Game2までの得失点差とそこから勝利した試合数 



② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（XD） 

図14 Game2までの得失点差ごとのファイナルゲームの勝率 



図15 単回帰分析の結果 

② Game2までの得失点差はファイナルゲームの勝率に影響するか（WD） 


